
 
 
 

12月議会7日の一般質問から 
 

加齢性難聴の方だけでなく，幅広い年代に対する
支援を考えている ・・・・・ 来年度実施に向けて 
 
大名議員は、関係者の要望を踏まえて 2020 年 3 月議会以降、23 年 12 月議会までに 4 回、「加齢性

難聴者の補聴器購入に補助」を求めて一般質問で取り上げてきました。 

村には村内の住民団体からも「補助を求める要請」が届いているとのことでしたが、3 回までの村

の答弁は厚生労働省が実施する「難聴障害の補正による認知機能低下の予防効果を検証するための研

究」の結果を待つとして、補助を行う意向は示しませんでした。 

専門家が６月議会に陳情＝加齢性難聴者に補聴器購入補助を＝ 
 
そうした中、今年 6 月議会に村内の耳鼻科医師が同様趣旨で議会陳情され、議会と執行部

は陳情の趣旨説明を受ける中で補聴器装着の意義を学び、議会は 9 月議会で全会一致で陳情

を採択しました。 

専門家が関わる中で、12 月 7 日の大名の一般質問で村は、「加齢性難聴は４０歳代から始

まる方がいること，２０歳代から３０歳代の若い方でも聞こえにくさに悩んでいる方がいる

ことなどから、村としては，難聴が及ぼす影響として，認知機能の低下，コミュニケーショ

ン力の低下，記憶力の低下，うつ病になりやすいなどが考えられることから，加齢性難聴の

方だけでなく，幅広い年代に対する支援を考えている」と答弁しました。 

村は、「効果的な事業をするためにも，適切な補聴器を装着することや装着後の日常生活の

変化等の確認をし，事業を検証していくことも考えている」とのことです。 
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村は、原電から 9 月 20 日に、4 月に確認したとい

う鉄筋カゴの高止まりも含めて施工不良の説明を

受けていたとのこと。7日の一般質問で「原電から聞

いた説明内容を議会にも説明するよう求めたの

か？」と質したのに対し、村長は「求めていない」と。 

原特委は9月21日、工事不良に関し何も知らない

まま「再稼働を求める」請願の採決を行い、賛成多

数で「採択」にしました。 

本来、今採決できる時ではないのに。まるで原電

も村も請願審査への影響を避ける配慮をしたかの

よう。 村長の「議決は尊重する」は大きな問題‼ 

 

原電は、取水口防潮堤の工事状況について

は、一切説明しなかった。 


